









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
　　フ ラナ リー ・オ コナー の女 性 像(3)
一 アメリカ南 部 女 性 作 家 研 究 皿 ・Flannery　O'Connor[15]一
松 平　陽　子
はじめに
　Flannery　O℃onnor(1925～1964)の物語 に描 かれ る女性像 には・ 大 き く
分 け て三つ の タイ プがあ る と考 え られ るこ とは、Shoin　Literary　Review　37
号 の小 論で 、すで に見 た とお りであ る。 それ を もう一渡 ここで簡略 に繰 り
返せ ば、(1)聖書 にあるマル タ型の働 き者 の女性 、(2>母親(代 理母 を含
む)タ イ プの女性、(3)男性 を誘惑す る女性 、の三つ であ る。 そ して、(1)
と(2)の タイ プにつ い ては、SLRの37号及 び38号に おい てす でに考 察済
みであ り、今 回は第三 の タイ プであ る誘惑す る女性 について具体的 に考 え
てみたい。
　既に見たマルタ型、及び、母親型の女性は、男性 をエロティックな性の
対象 としてとらえることはほ とんどない。そ して、彼女 自身 もそうい うふ
うに男性か ら見 られることはないし、 またそれを期待 していないといって
よいだろう。 このタイプの女性の関心は、男性 にではな く、 ほとん どいつ
も次の二つのこと、即ち、得す ることと命令す ることとに向け られている。
彼女 は常に得することを望む し、 また、自分が他者一 特に 自分の子供一
一一に強制 しようとしている命令にこだわっている。(しか し、実際 に命令
達成 に成功することはほとんどない。)
　 これに対 して1次 のい くつかの物語においては、男女関係がそのテーマ
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になっていると考えて よいだろう。 「収穫」、「パー トリッジ祭」、「パー カ
ーの背 中」、「善良な田舎の人たち」がそれである。そ して、長篇 『賢い血』
にも、男女関係 に関す るいくつかの局面が描かれている。
　 これ らの物語 において、登場人物である男女は、ともに一般的な意味で、
認識の誤 りを常に犯 していなが らtし か し確信をもって、なん とか生 きよ
うともがいていることが、その最大 の特徴であ り、すべての出発点である
とい ってよい。彼 らは、通常、お互いに全 く反対の、対立 したzそ してそ
れ自体間違っている、現実理解 をする。それは、人間、考え方、出来事な
ど、あ らゆる範囲に及 び、特 に、誘惑者である女性がイ ンテリである物語
においては、誘惑者 自身があとでその間違いに気がつ くこともある。例 え
ば、「田舎 の善人」の主人公ハルガの場合、皮肉なことに、彼女 自身の肉
体 と精神 その ものが、結局のところ、 自分が相手に対 して計画 して きた誘
惑の、裏腹 の対象になって しまっていることに最後に気づ くのである。
　 オ コナーが男女間に起 こる基本的魅かれ合いから生 じる喜劇 とホラー性
を強調す るあ ま り、男女間の感情に関す る彼女の扱い方 に否定的な意見 を
持つ批評家 もいる。例えば、マイルス ・オ,_...ヴェルもその一人で、彼は、
オコナーの物語 には性に対するある種の神経質 な恐 れが感 じられる と言
う。(1)しか し、実際はそ うではな く、彼女は、性に対 してあ まりにも生真
面 目で性交の効果だけを強調する人 々を風刺 している と考えるほうが よい
だろう。 ともあれ、彼女が描 く恋愛中や求婚 中の主人公たちは、つねに基
本的には滑稽 であるといって間違 いない。読者 は、それを笑いはするが、
サ ラ ・ル ツにとってのパーカ,__.の魅力や、セールスマ ンの魂 を堕落 させ よ
うとするハルガの強い決意の深 さについては、最 も具体的分野である喜劇








との関わ りの中で、 より一層鮮 明になる。 この二人の女性 は、主人公ハル
ガを取 り巻 く副次的人物であ り、ハルガの物語 は、母親の、善良 な人々に
対するお決 まりのいいかげんな信頼 と、ハルガの持病でもある心臓病
これにはもう一つ比喩的意味 もある　 　をめ ぐって構成 されている。そ し
て、この物語のクライマ ックスは、文字通 りにも比喩的な意味でも、ハ ル
ガが、その上 に立つべ きく片足 〉を失 う喪失の瞬間にやって くるのだ。
　南部の農園とい う典型的なオコナー的状況のなかで、ハルガは、些細 な
ことについても饒舌す ぎる母親 とともに暮 らしている。そんな彼女 の退屈
な日常の中に、聖書のセールスマ ンとい う姿で、 自らを地の塩であると名
乗 る詐欺師マ ンリー ・ポイ ンターが現れる。ハルガは、愚かにも、彼のこ
とを外見 どお りのお人よしの若者であると思い込み、彼 を誘惑 しようと計
画する。 ところが反対 に、彼女 は騙 されて自分の木製の義足を取 られて し
まい、ポインターはそれを持って逃げてい くのである。そ して、彼女 は、
一人取 り残された干 し草小屋の屋根裏で、移動することの出来ないまま、
自分について考えるほかはない。
　 ホ,___プウェル夫人は、母親 タイプとマルタ ・タイプの完全な混合 である
と言えるだろう。母親 として、彼女はハルガの知性偏重の態度 を嘆 き、「哲
学はギ リシャ人やローマ人 とともにな くなった」 と考え、哲学の博士号 を
取得 した娘を変わ り者 として非難 している。彼女はまた、微笑みが醜い人
間を魅力的にす る手段であると考え、ハルガにそれを薦めるが、娘は反対
にそれを嫌悪す る。ホープウェル夫人にとって もっとも嫌 なことは、ハル
ガが もともとのジ ョイ(喜 び)と 言 う名前 を捨てて、ハルガとい う響 きの
醜悪な名前 を好んで用いることなのである。
　 オコナーが しばしば描 くことを得意 とする、や りくり上手な管理者 タイ
プのホープウェル夫人に対 して、常にその話 し相手 となるフリーマ ン夫人
は、ホープウェル夫人によればt善 良な田舎の人間である。 しか し、オコ
ナー的基準か ら言えば、支配的なマルタ型に属す る、騒 々しい人間の一人
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であると言 って よい。彼女は、「秘密の感染病、隠れた身体的欠 陥、子供
へ の暴行 な どの詳 しい事情に対 して特 に興味を示す」タイプの女性 である。
したがって彼女は、ハルガの木製の義足 に対 しても、 自分の娘たちの眼病
やその他の病気 に関するよりももっと関心 を持っている。彼女の持つ、そ
んな隠された性癖 は、物語の最後 の場面で、彼女が注意 を 「地面か ら引 き
上げているいやな臭いのする腐 ったたまね ぎのほうにむける」 とき、特 に
明白になると言 えるだろう。
　 ホープウェル夫人 とフリーマン夫人は、毎 日、同 じパ ターンの終わ りの
ない決 ま り文句 だ らけのお喋 りを繰 り返すのだが、それは、間違いなく、
ハ ルガの とる反抗的態度の背景 となってお　 tそ の ことをよ り鮮 明に浮 き
上が らせ るとい う役割を果た している。ハルガは空虚 とい うリンボウ(地
獄の辺土)に 中吊にされていて、母親たちの会話が くり返 し生み出す単調
な退屈 さは、その状態をいっそう助長するのである。
　「人 はみんなそれぞれ違ってい るの。」と、ホープウエル夫人は言 った。
　「そうです よ、ほとん どの人はね。」 とsフ リーマ ン夫人は言った。
　「この世を作 るには、全部のタイプが必要 なの よ。」
　「わた しは、いつ もそう言っていました。」
　ハル ガはこの種の対話に、朝食の ときは もちろんのこと、昼食の と
きにはもっと、そ して時に夕食 においてさえも、聞 き飽 きていたので
ある。
　 このような状況 にいる)1ルガが、その決 まりきった 日常 を、例 え、黄色
いソックスをはいたセールスマ ンを利用 してで も変 えたい と思 うことは、
ある程度同情 をもって理解で きるか もしれない。
　 ホープウェル夫人は、ハルガが 「年 ごとにどんどん人 とは違 う存在 にな
りsまぎれ もない彼女 自身になってい くように見 える。一層ぶ くぶ く太 り、
粗暴 で、斜視が ひどくなってい く。」 と考 えている。それに対 して、ハ ル
ガは宣言す るように言 う。「もし1お 母 さんがわた しを必要なら、わた し
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はここにいるわ、ただ し、今 のままのわた しとしてね。」 この宣言 は、 自
分の身体的状況が必要 とする以上に自分 を変 り者にするのだ とい う、ハル
ガの決意 を要約するものと考えてよいかもしれない。(この点については、
マクフ ァーラン ドの ように、「この言葉は、ハ ルガが違っているこ とと不
完全であることか ら生 じる苦痛 から、 自分 自身を引き離そ うとしているこ
とを示 唆する ものだ」② と、多少異な った見解 を述べる批評家 もい る。)
オコナーの描 く大多数の女性 たちが、人生において単一の基準 しか もたな
.いとい う傾向であるのに対 して、ハルガの精神 が比較的複雑であるのは、
まさに 「違 うこと」に対する彼女の執着のためである。ハルガが知覚す る
のは相違のみである。そ して、「比較」 と 「類似」から通常生 じる関連性
を、彼女は拒絶するのだ。 リンチは、ハルガの ようにそれほど単純 とはい
えない精神 にとって、「すべては個人的世界 となる。あ らゆるものが 自己
中心 とな り、すべてが馬鹿 げてお り、孤独で、個人的地獄 となる。」(3)と
述べ ている。
　 この物語の動機づけとなっているのは、「同 じであること(類似)」と 「違
っていること(相 違)」である。フリーマ ン夫人の言 う、この世 では 「お
互いに似ている人間のほうが違っている人よ りも多い」 とい う言葉は、そ
れを表 している。マ ンリー ・ポインターが心臓病 を強調するのは、彼 と同
じ心臓の持病をもつハ ルガとの間にある、擬似 的類似性 を示唆す るもので
あるし、ホープウェル夫人が話す、ベ ッド脇 にバ イブルを常に置いている
とい う嘘 は、その重要性 に強弱はあるにせよt嘘 であるとい う点では、ポ
インターのそれと変わ らない。 また、ハルガがポインターを世間知 らずの
愚直者だ と思い込むことは、物語の最後の部分のどんでん返 しで、彼女 自
身が基本的にまさにそ うであることが明白にされることと関連 してお り、
それ故 に滑稽 なのである。
　 ハルガは、ブリ..一一.マン夫人の、自分の木製の義足 に対する貧欲 な好奇心
をよ く承知 してお り、 自分のプライバ シーへの彼女の侵入を腹立た しく思
ってはいるけれども、その比較的単一的でないメ ンタリティのために、か
えって、聖書のセールスマ ンとフリーマ ン夫人 との間にある類似点を見抜
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けない。マ ンリー ・ポイ ンターの使 うク リシェの頻度だけを考えても、彼
を彼女 と同 じカテ ゴリィに分類するのに十分であるにもかかわらず、なの
である。後半の部分 で、彼 はハルガについて彼女が大女であるのに、「勇
敢 でや さしい小 さい人」 と呼びかける。それ を聞いたハルガは、彼が彼女
に愛 していると言ってほ しいと主張 しているものと思い込む。そ して、ハ
ルガは、「愛 している」 と言ったか らにはそれ を証明せ よ、 と迫 るポイ ン
ターの罠に対 して、完全に無防備であるほかはない。ハルガが最終的にブ
リーマ ン夫人 とポイ ンター との間にある類似点を認めるのは、彼 に 「わた
しは ものの道理 は分かっている。わた しは きのう生 まれたわけではない し、
自分がなにを目指すか も分かってい るんだ」 と言われた時なのである。
　 ポイ ンターの使 う決 まり文句のほかに、その熱心な目つ きも、 プリ.r..マ
ン夫人 と似ている。彼 の 目は、「鋼 のように先の とがった 目」であるとす
れ ば、彼女のほ うは、「二つの鋼の釘の ような」 目である。ポイ ンターが
は じめてハルガを見 るとき、彼女は 自分がその表情に以前出会ったことが
あると感 じるのだが、正確 に思い出すことは出来ない。彼女が 自分の知性
にひどく自信 をもっているだけに、 この失敗 は、物語 を喜劇 にすることに
役立っていると言 えるだろう。
　 オコナーのお気 に入 りの作中入物の一人であるハルガは、その序文で作
者 自身が述べているように、構想 中の或る滑稽な物語の中でヒロインにな
るはずの人物 だった。それが実現 していれば、 ヒロインに とっては歯軋 り
するような新 たな認識の暴露が続 くt滑稽 な長編小説になっていたか もし
れない。長い小説の中で、ハルガの ような比較的複雑な個性の層 を一つづ
つ剥 ぎ取 ってい くことは、実際、作者に とってある種 の快感であるにちが
いない。興味深いことに、オコナーはw自 分のパーソナ リティはハルガの
それに 「人口黒人」の主人公ネルソンの ものをミックス したものだと手紙
の中で述べている。ω マル コム ・カウリーが礼儀正 しくオコナーに彼女が
義足 を持 っているか どうか尋ねた といわれる読書会に関す る彼女の記述の
中に もまた、 ハルガの苦境の示す皮 肉のい くつかが描写 されている し㈲、
そ ういうふうに考 えると、 ロバー ト・コールズが推量 しているように⑥、
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オコナーは自身の知的プライ ドについて否定的 な考 えを持っていたとも、
考えられるのである。
　知的に勝 っていると勝手に思いこんでいるという、まさにその独 りよが
りの理由のために、ハ ルガはアメリカ文学の中でも最 も記憶 に残 る女性誘
惑者の一人である。喜劇は、彼女が相手の魂 を破滅 させ ようとた くらんで
いたに もかかわらず、結局最後 には、 自分 自身の魂 を失ってしまうことに
なるという自己欺隔のなかに存在すると言えるだろう。ハルガの義足は暗
喩的には彼女 の内側 にある自己の象徴 である以上、彼女がそれを失 うこと
は、彼女が計画 したセールスマ ンの魂の強奪に等 しいのである。彼女が信
仰や疑いや否定 といった抽象的理論に大いに関心 を示 している一方で、そ
れと対照的 ともいえるTシ ャツや不器用な性愛 に関しても詳細 に述べ られ
ていることは、それが、優れた喜劇にとっての対位法的必要条件であるか
らだろう。さらにまた、彼女の身体的欠陥は彼女の魂の欠陥を象徴するも
ので もあるという点で、 この物語は更に一層ユーモ ラスなものになる。ポ
インターがハルガの 「取 りはず し可能な」 自己 儀 足)を 盗む ことは、非
常 に堕落 した行為であ るだけに、それだけよ り一層滑稽 なもの となる。彼
がハルガにす ることは、彼女が純粋に抽象的次元で彼 に対 して しようとし
ていた、 まさにその ことであるという理由で、笑いが生 じるのである。
　マ ンリー ・ポインターの下劣 さは、彼が自分の名前 を偽 って伝 えている
ことにもあ らわれている。彼 は相手の女性の、一人の人間と しての全体性
を必要 としない。彼女のほうは、彼の魂を誘惑 しようとする最初の計画 に
もかかわ らず、彼の身体性 にのみ反応 し、完全に恋のかけひきにのめ りこ
んで理性 はどこかへいってしまう。ポインターはtフ ェティシス トとして
の彼 自身の本来の目的のために、彼女の 自然な反応 を罠にかけて、彼女か
らその眼鏡 と義足 を巻 き上げる。彼の卑狼 さは、そのプリー フケースの、
たわいもない陳腐 な中身にあるのではな く、彼が一方で妥協 しようとそれ




しいのだ。同時に起 こるハルガの変化　　彼女が誇 りに してきた土台の ぐ
らつ き　　 もまた、勿論、この喜劇の重要 な要素 となっていることは言 う
まで もない。
　 ハルガは、 フリーマ ン夫人の娘達が性的なことについて騒 ぎ立てるの と
は対照的 に、人間の本能的な身体的反応 を理解す ることが出来 ない。彼女
が物語の は じめで言 う言葉 「真の天才は、劣等な精神 を理解す ることが出
来 る」は、ブリーフケースの糞尿的内容 と呼応す るとき、滑稽 な ものにな
る しかない。最終的アイロニーは、ハルガが、 自分の失敗　　特に、人間
の持つ性的本能や人間が潜在的に持っている悪を理解す ることが出来ない
こ と　 　に気づ き、同時に、自分 自身を知 るための自己覚醒 にとっては、
あ る種の暴力が必要であることを覚るとい う、事実そのものにある。聖書
のセールスマ ンが持 っているすべての恥の意識を取 り除 き 「それを役に立
つ何か」に変えようとしたハルガの合理性が、究極 的に、彼女 を人生や人
間についてこれまで よりもっと明確 な洞察 に導いた、 と考 えることも可能
であろう。そ して、それ は読者 にとって一つの希望にもな りうるのだ。実
際、多 くの批評家は、ハルガは、救われるべ き十分なユーモア感覚 を持っ
ていると考 えていて、中で も、キャサ リン ・フリー り一は、「ハルガは 自
分 の状況の滑稽 さに気づいてお り、…ジ ョイ、即 ち、喜 びという名前を新





実際的成果を手にする存在である。貧乏であ り、やせ こけていて、 タフで
ある彼女は、パーカーが女性に求める特性のいずれも持っていないにもか
かわらず、彼 を惹 きつける。彼 にとって、彼女の魅力は、そのあまりにも
きっぱ りとした独善性 にある。彼 は物語が進むにつれて、彼女に求愛 し、
結婚 し、妊娠 させ る。 しか し、一方で、彼女は料理が下手であ り、すべて
一32一
のことを罪 という観点か らしか見ないという点で、なぜ 自分が彼女 と一緒
にいるのか不思議に思いさえする。彼女は、彼が雇っている女性に嫉妬す
ることさえ、その状況の中に罪の可能性があると考 えて、 自ら拒絶するよ
うな入間である。 トラクターの横転 という事故のあと、その記念 として、
また、手ひどく彼 を扱 うサラを喜ばせる努力の表れとして、パーカーはキ
リス トの刺青 を背中にして もらう。 しか し、彼女は喜ばない。
　パーカーの背中にあるた くさんの様 々な刺青は、彼のめちゃ くちゃなこ
れまでの人生 を意味 している。海軍か ら不名誉 な除隊を経験 した彼は、男
性優位の考えに立ち、 自分の肉体 に刺青 をしてもらうことで人生の達成感
を味わってきたが、だんだん 自分が よしとする皮膚のスペースが体中に足
りな くなってしまい、そのことにさえこれまでのような満足 を感 じること
がむずか しくなっている。
　パーカーが魅せ られている女性サ ラは、彼が初めて彼女の人生に入 りこ
むことになった時には、フロリダで福音 をひろめている説教 師の娘だった。
サ ラは、パーカーを誘惑す るための積極的努力は何一つ していないが、か
えって、彼女の完全 に独善的な見方 と彼に対する無関心 さは、彼にとって
抵抗 しがたい魅力 となる。 自分は女性 にとって魅力的であると思っていた
パーカーは、初めてサラの存在 を意識 したとき、手に怪我 したふ りをして、
勢いよく呪いの言葉 を発する。彼は優 しくケアされることを期待 していた
にもかかわ らず、サ ラは反対 にその手 をひ どく叩 くのである。予想外の反
応は魅力的であるばか りでなく、この最初の出会いは、パ,___カーが最終的
に彼女の もとに帰ってい くことを予め予告す るもの となっている。(彼の
母親は、そのむちゃ くちゃな生 き方 を直そうとして信仰復活論者の会合 に
彼 を連れていったこともあるが、彼は逃げ出 して しまっていたのだ。)
　二回 目の出会いで、パーカーはサ ラの貧乏な大家族 にりんごを持 って く
る。その時、サラは自分がまだ結婚 していないことを告げる。それは、あ
たか も、自分が結婚することを期待 しているように、である。彼は彼女に
対 して うっとりした感 じを持つが、それが何 なのか彼 自身よ く分かってい
ない。 にもかかわ らず、それ をご く当然のこととして受け入 れる彼の態度
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は滑稽で さえある。彼が言い寄ると、彼女は次のように答えて拒絶する。
「わた し達が結婚す るまで は駄 目。」彼女は彼 の裸体 を見ることを好 まない。
それは、けばけば しい派手 な刺青があることを考えれば、理解で きるか も
しれ ない。 さらにまた、彼女はすべ ての行動 に対 して礼儀にかなった作法
の感覚 を有 している。彼 が背中にキ リス トの姿 を彫って戻って きて、 自分
の新 しい信仰の印を彼女 と分かち合いたいと思 っているにもかかわらず、
彼女は彼の意図を誤解 して、次のように言 う。「あんたなんか見た くない。
…それにわたしを抱 くつ もりで も、 こっちは朝 なんだか らごめんだ。」
　 サラ ・ルツは、実際、恩寵の媒介者 としては全 くふさわ しくない存在で
ある ように見 える。それは、「グリー ンリー フ」の中で同 じ役 割 を務 める
一頭 の牡牛 よりも、 もっとひどいか もしれない。彼女に関する滑稽 なアイ
ロニーは、男性性 を誇示する男 であるパーカーを取 り込んで、猛烈な言葉
と殴打の両方でそのエゴを砕 くことにある。彼が背中に新たに刺青 したキ
リス トを彼女が最後に叩 くことによって、彼 は、 自分の嘘 と虚栄心 と、そ
れに裸体に執着する滑稽 さとを悟 るのだ。それはまた、オバデャ ・エ リフ
とい う自分の真の名前 と運命への回帰 という、ぞっとするような喜劇でも
あるといって よいか もしれない。サ ラは、信仰 において、オコナーの創造
した、単一な精神構造 をもつどの女性に もお とらず単純で独善的ではある
が、悪魔的なペテ ン師 と同 じように、彼女は最終的には成功者になるのだ。
即 ち、オコナーの創造 した、他の誘惑者の女性 とは違い、彼女はその絶対
的な信仰を通 して、落ち着 きな く探求ばか りの生き方 をしてきた男 を、定
まった場所に落ち着かせることに成功するのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　3
　 オ コナーの長編小説 である 『賢い血』の中には、神を否定 しようとして
あ らゆる苦行 に励む主人公 を取 り巻 く数人の女性が登場す る。小論では、
その中の一人、物語の最後 に登場す るフラッ ド夫人を取 り上げてみたい。
彼女 はこの小説の主人公ヘイズの最後の下宿 の女主人である。彼女が、後
半、 自らの手で 自分の 目を潰 してしまったヘイズを追いかけるのは、性の
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ためではな く、彼 に食べ物 と避難所 を提供することで、彼 の孤独 な繊悔の




ある。彼女はヘイズに結婚を迫 り、彼 は、いつ も繰 り返されるパ ターンと
して彼女か ら逃げ出すのであるが、今 回は、それが彼に死 をもた らすこと
になる。
　彼女の、断固 とした結婚の強要はおそろ しい ものではあ るがt彼 女 は同
時に、ヘ イズの行 う悔 い改めのすさまじい行為に対 して、世俗的な喜劇的
反応 を示す。「それは正常 ではあ りません。昔 の残酷な物語 に似ている。
もうそんなことをする人はいません。煮え立った油 に入った り、苦行 をし
て聖者になった り、猫を壁 に塗 り込めた り。そんなことをする理由は何 も
あ りません。 もうだれ もそんなことは しません。」単純で現代風 な考 えか
ら、彼女 は自分が宗教 的で もなければ病的でもないことを、彼女の守護星
に感謝す る。そ して、ブラッド夫人は、マルタ型の女性が よくするように、
すべての身体的 ・物質的慰 めをヘ イズ に提供 しようとあ らゆる努力 をす
る。彼女 は彼にギ ターを弾 くことや、 もう一度説教することを提案 した り
もする。簡単に言って しまえば、ブラッド夫人は彼を全 く理解 していない
のだ。
　 これ までの彼女の人生は、「喜 びもなければ、苦 しみ もない」単調 なも
ので、それ自体はむ しろ滑稽で さえある。そ して、彼女 は、人生の最終段
階にいる自分 は、「友達 を持つに値す る」 と強 く感 じている。ヘ イズが厳
しい天候の中を外 出す る ときには、「あの人は帰って くる。少 し困る くら
い風にあたればいい。」 と思 う。彼女は食物や避難所 としての家庭 といっ
た、この世での実際的なものの価値 を、いつ も過大評価 している。そ して、
一晩中彼がいない状況になれば、すす り泣 くほかはない。ブラッ ド夫人は、
オコナ.__..の登場人物 によ くある上品ぶった、 しか しr実 際的な女性の一人
で、物事の表面だけ しか見ない。彼女 は、他者 を理解で きない し、いわん
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や、見 えない神秘を理解す る能力 はない。彼女 はヘイズの決意の強 さと深
さを認識 出来ないのだ。彼女は、彼が生 きている間に 「彼 の深 くえ ぐれて
燃 えて潰 された眼窩」 を覗 き込んだように、彼が死体で戻 ってきた とき、
じっとその目を見つめるのである。
　彼女 はだんだん身をかがめて彼の顔に近づき、その 目の中を深 く覗 き
込んだ。 どの ように自分が騙 されたのか、また何が 自分を騙 したのか知
りたかったか らだ。 しか し、何 もみえなかった。…そこに坐って、 目を
閉 じたまま、彼の目の中を見つめていた。すると、彼女 は自分が始める
ことのできないあるものの始 まりに、ついに到達 したように感 じた。
　 ブラッ ド夫人 は、「理解 する」 という恩寵 を受 け取ることは出来 なかっ
たけれど、少な くとも最後には、すべての人にとってパ ンだけで必ず しも
人生 の全部を説明することは出来ない、 とい う事実にだけは直面すること
になった。彼女が死者 に向かって発する「とうとう帰ってきてくれたわね。」
とい う言葉の持つ アイロニーは、この小説の始めの部分で、ヘイズが偶然
汽車 に乗 り合わせた婦人 との会話の中で使 った 「帰る」 という言葉 を、補
足 し完成す るものと考えてよいだろう。オコナーの創造 した、他 の落ち着
きのない男性の登場人物 と同様、『賢い血jの ヘイズ もまたこの人生では
「ここで もホームレス、いたるところでホーム レス」なのである。それに
対 して、取 り巻 く女性 は、 この世ではある一定の定 まった場所にいて、そ
れな りに安定 しているように見 えるのは事実であろう。
おわ りに
　前号 と前 々号ですでに扱 った他の二つの タイプの女性一一　 マルタ型 と母
親型　 　もそ うであるように、誘惑型の女性(或 いは、男女関係 を求める
女性)も また、単一 な価値観 に捕 らわれている。(これまで見て きたよう
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に、「田舎の善人」の主人公ハルガは、比較的複雑 な価値 感を理解する と
はいえ、やは り全体 としては単一であると言えるだろう。)前の二者 にと
ってのそれが、それぞれ、勤勉 さと社会秩序、そ して、礼儀作法 としつけ
であるとすれば、誘惑型の女性 にとって大切なものは、性 と家庭 であると
言ってよいかもしれない。そ して、前者二つのタイプにおいてそ うであ る
ように、 この単一性から生 じる滑稽 さとホラー性が、オコナーの小説の特
徴 の一つであることはここで も間違いないと言えるだろう。
　 尚、三つのタイプの女性像 に関す る考察を通 して得た結論は、小説家 と
してのフラナリー ・オコナーにとっての根幹　　芸術 と信仰　　の問題 と
あわせて、次号8LRで取 り上げる予定である。
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